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１．はじめに 
 鉄道沿線において、災害、設備故障、運転事故等が発生した時には、事故状況について迅速に

且つ正確な情報を随時報告する必要がある。事故の状況を報告するための手段として現在では、

携帯電話による音声報告及び写真のメール送信が主として利用されている。しかしながら、事故

状況は千差万別であり、その内容を現場を見ることのできない指令等へ、音声により正確に伝え

ることは非常に難しいことである。本報告では、事故時の状況を現場から迅速に、しかも正確で

分かり易い情報として報告することができ、更にこれらの情報をそのまま事故報告書の作成時に

利用することが可能な、事故報告支援システムの概要について紹介する。またこのシステムに関

する、鉄道の保線担当社員による評価試験結果についても報告する。 
 
２．事故報告業務の現状及び問題点 

事故時には踏切事故、人身事故等の事故種別ごとに整理された情報収集、情報報告の対応マニ

ュアルに従って行動する。現場ではまず、事故状況の写真とその状況説明のメモ、手書きの説明

図等を事故発生時のフローチャートや時系列の情報収集マニュアルに基づき、指令に対して報告

を行なう。現地からの連絡手段としては、一般的に沿線電話や携帯電話が用いられており、現地

社員は限られた時間内での復旧作業を行う一方で、情報を求める呼び出し電話への対応にも追わ

れている。そして、最終的な事故報告書は、事故現場で収集した情報をもとに自区所で作成する。 
これに対して次のような問題がある。まず第一報として、状況写真に加えて位置平面図、断面

略図等が要求されるが、現状ではこのような情報を現場から送ることは出来ない。また、携帯電

話で写真データ等の大容量情報を送る場合は非常に遅く、途中で回線が切れてしまうことがある。

一方、沿線電話は事故現場が見通せる場所にないと使い難く、通信品質も良くない。さらに、報

告は一対一通信の電話での連絡が基本であることから、現地担当者は複数の相手から何度も同じ

ことを聞かれるケースが発生する。 
 
３．事故報告支援システム 
３．１ システムの特徴 
(1) 事故発生時に、事故概要（音声メモ）、現場写真、手書き略図を現場から直接管理区へ送付可

能なため、即時に事故情報の詳細な把握が可能となり、迅速な事故復旧を行うことができる。 
(2) 送付したデータは、事故報告書を作成するための基礎資料としてＰＣから自由に検索・参照

し利用することができる。 
(3) 修正及び追加した情報のみ送付できるので、第一報、第二報と適宜情報を追加入力し、短時

間で管理区へ送信可能である。 
(4) ディジタルカメラ写真データのＰＤＡへの取り込みは、ＳＤカード、ｘＤピクチャーカード、

ＣＦカード等のメモリーカードにより比較的簡単にできる。 
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３．２ ＰＤＡ（入力）機能 
(1)基本項目・音声メモ 

事故の発生場所、発生状況等の基本となる情報について、ＰＤＡで文字入力するのは事故時の

限られた時間内では非効率的な手段であるため、音声メモとして入力する。 
(2)写真取り込み 

事故現場写真を市販のディジタルカメラで撮影し、そのデータが入ったＳＤカード等のメモリ

カードをＰＤＡに移し替えて、写真データを取り込む。取り込んだ写真データに矢印等の説明

情報を手書きで追加することも可能である。 
(3)手書き図作成 

白紙の状態から断面略図等の事故状況を説明する、手書きの資料を作成することができる。 
(4)データ送信 

入力したデータは、ＰＨＳ等の無線により直接指令または管理区へ送信することができる。デ

ータ送信時間は、ＰＨＳカードによる送信では、音声ファイル１件（252KB）と写真ファイル

１枚（331KB）をサーバへ送信するのに約８０秒程度である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．３ ＰＣ（参照）機能 

ＰＤＡから送付された事故情報データは、図２のようにＰＣのＷｅｂブラウザにより参照する

ことができる。音声メモ、手書き図（略図）、写真、手書き図（写真下絵）とも、それぞれのボタ

ンを選択することにより、内容を表示することができる（図３）。また、これらのデータは「一括

ダウンロード」することにより自分のＰＣの中へ取り込むことができるため、事故報告書の作成

時にそのまま利用することが可能である。 
 

図１ 機能構成 

死傷者：軽傷１名
救護車：現在到着・・・・

管理区

PHS等
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４．評価試験結果 

保線現場において保守担当社員に実際にＰＤＡからデータを入力してもらい、その使用感、改

良希望等についてアンケート記入とヒアリングによる聞き取り調査を行った。 
 

評価者別評価値 (評価値：悪い  1 →  5 良い) No 項目 
評価者 A 評価者 B 評価者 C 評価者 D 

評価値

平均 
1 音声メモの入力は容易ですか 5 3 3 5 4.0  

2 写真データの取込は容易ですか 3 3 3 5 3.5  

3 手書き図の入力は容易ですか 3 3 3 5 3.5  

4 データの送信時間はどうですか － 4 2 2 2.7  

5 どの程度の送信時間なら良いか(秒)     20 30 25.0  

 
 

No 意見 

１ 報告すべき情報として駅間、現地の到着時刻、復旧

までの時間の入力欄が欲しい 
２ 参照時は写真を表しながら音声メモを聞けるほうが

良い 
３ 事故種別毎に報告内容が異なるので、それぞれの入

力画面を準備したほうが良い 
４ 写真より動画を送れたほうがより便利となる 

５ 手書き入力の画面が小さい。最低でも現在の２倍の

大きさが欲しい 
６ 写真と一緒に、駅間、キロ程の情報を送りたい。キ

ロ程を入力すると駅間が追加されると便利 

７ キロポストが雪に埋もれたりするので、ＧＰＳで現

在位置（キロ程変換）がわかると良い 
８ 災害や、いざというときに使うものなので、普段か

ら使い慣れている必要がある 
９ 悪天候の中での使用が考えられるので、画面の見易

さ、システムの耐久性を考慮して欲しい 

アンケート結果から、音声メモの入

力については、評価値平均で４．０で

あり、また使用したいという希望につ

いても中間の３．０となっており、ほ

ぼ使用可能なレベルであると判断でき

る。このシステムの問題点としては、

データの送信時間がある。試験時も写

真１枚、音声メモ、手書きメモの送信

で８０秒程度かかっており、アンケー

ト結果からも求められる送信時間とし

ては、３０秒程度となることが明確と

なった。 
 

表１ アンケート集計結果 

図３ 写真／手書図参照

図２ 事故情報参照画

表２ ヒアリング結果 

 
４．２ 機能向上の対象項目 

評価試験結果から、事故報告支援システムとして機能向上可能な項目として整理した。 
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(1) 通信速度向上 
現状の写真１枚、音声メモ、手書き１枚を一度に送信する時間が約８０秒かかっているが、目

標としては３０秒程度まで速度向上することである。但し写真についてはＪＰＥＧファイル形

式であり、すでに圧縮済みとなっていて更なる圧縮は難しい。そのため携帯電話会社によるイ

ンフラとしての速度向上に期待するとともに、操作者の体感としての送信時間を短くするため

に、操作画面は送信後全データの送信完了を待たずに終了して、実際の送信処理はバックグラ

ウンドでシステムが自動的に行うといった方法が考えられる。 
(2) 事故種別毎のメニュー 

事故発生時のフローチャートや時系列の情報収集マニュアルの報告内容一覧を基に、ＰＤＡの

入力メニューを事故種別毎に準備することで、入力が簡単に行える。 
(3) 動画送信 

軽量動画像送信用サーバ等を利用することにより、現地からビデオカメラの映像と音声を無線

カードを使って送信可能な製品が既に発売されている。このようなハード環境を利用したシス

テムの開発も必要であると考えられる。 
(4) ＧＰＳによるキロ程変換位置表示 

ＧＰＳによる緯度・経度情報から鉄道キロ程への対応データを作成することにより可能である

が、対応データの作成に多大な労力が必要となることが予想される。 
(5) 音声メモの音声認識 

音声メモとして登録されたデータをサーバにおいて音声認識処理を行うことにより、事故報告

書作成時に活用し易い情報とすることができる。 
(6) ディジタルカメラ写真のＰＤＡへの自動取り込み 

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線付きのディジタルカメラ等の利用により、ＳＤカード等の写真用電子

媒体の抜き差しの手間を省くことが可能となる。 
(7) 使い易さの向上 

録音済みの音声メモをＰＤＡ画面でも再生確認可能とする。また、ＰＣ画面での参照では、写

真／手書き略図の表示と同時に音声メモも再生可能とすることにより、さらに臨場感のある分

かり易い機能となる。 
 
５．おわりに 

今回は事故報告支援を目的として、保線施設管理分野を例にシステムを試作したが、車両

運行管理等他の分野においても、システムに求められる機能は同様である。つまり、現場の

状況を迅速に、しかも詳細に漏れなく報告し、事後の報告書作成の支援を行うことは、各担

当分野にかかわらず必要なことであり、システムとしても容易に適応可能であると考える。

また使用するＰＤＡは、検査データの入力システム１）等他のシステムと共用可能であり、１

台のＰＤＡで通常の設備検査と事故時の報告が可能となり、携帯性及び操作の慣れという点

でも有効であると考える。 
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